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おわりに

　放射性炭素年代測定を用いた住まいの建築年代調査において，庶民住居である民家と上層住宅の
14C 年代調査法の比較研究を行った。民家 3 棟と住宅 4 棟の事例報告を行い，年代調査の目的と，
14C 年代調査に適した部材選択の条件について検討した。

　14C 年代調査は，民家では建築年代に 30 年程度の幅を持っていても民家研究に有効である。一方

住宅では，由緒につながる建築年の是非を明らかにすることが要求される。このように，民家と住

宅では目的や意義が違うため，要求される年代の性質が異なることが分かった。そして目的に沿っ

た部材選択をすることで，民家に対しても，住宅に対しても効果的な結果の得られることが判明し

た。民家の辺材や皮付きの用材や，芯持ちで年輪幅の大きい用材は 14C 年代調査に適しており，古

材や前身建物の再利用材を見分けて部材選択を行うことが重要である。住宅の年輪幅の狭い四方柾

の用材は 14C 年代調査に不適であり，小屋材など辺材や皮付きの用材を選択するのが良い。また数

寄屋で用いられる面皮や白太の部材は 14C 年代調査に適している。このように，民家と住宅で，調

査目的に対応した部材選択や年代考察の方法を明らかにした。
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